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1. 研究の背景と目的 

 サービスの現場に同じ問題は二つとなく,次に何が重要となるか予想がつかない,いわば，「即興演

奏」といえる.サービスは現場ごとに,その都度,新しい考え方を生み出す能力であり,学び方を学習する

能力が中心である.組織の連携によって質の高いサービスを生み出すための「学び方の学習」や「組織

の成長」に関する理論が盛んに研究され,また,実際に多くの現場で様々な取り組みが導入されている.

しかしながら,考え方を学びつづける価値を全構成員へ浸透させつづけて,日常業務に深く定着させる

ことは容易ではなく,組織の実状に沿った形で,学びを定着させるための仕組みが必要である． 

我々は平成 22 年度より,大学病院（病床 800）の看護組織と連携し「学び方を学習しつづけるサー

ビス組織」を目指し,日々の看護経験を振り返ったとき,そこから新しい知識を生み出しつづける ”思

考の技 ”を学ぶ研修を重ねてきた.この研究の過程で,研修に参加した看護師らが所属する部署に戻っ

て同僚との間の連携を深めるために,研修で学んだことを活かそうとするとき,参加していない同僚と

の間で「学び方を学ぶ」ことの価値をどのように共有すればよいのか分からないといった課題が浮上

した. この価値観の違いを放置しつづければ,やがて,学びのための取り組みが形骸化し,その効果を

失うことになる． 

このような課題が浮上する原因は,研修で培ったサービスの考え方は,研修に偶然参加していた者の

間でのみ通用する,いわば，「方言」であり,研修で培った方言としての語り口調や考え方,価値観を所属

する部署で同僚と共有することは難しい.多くの組織に導入された,学びや連携を促す,新しい取り組み

が自然に形骸外するから,だと考えられる. 

我々はこれまでの研修を通して，約 65 名の看護師らに対して 100 件の看護経験について指導を行っ

てきた.これらの記録には,看護師らの看護経験について,文章として記述されている.そして,この記述

された看護経験には,結果的に看護師がとった行動と,そこに至るまでの思考の過程が記述されている.

この思考の過程を読み解き,吟味することによって,研修に参加していない同僚に「学び方を学ぶ」こ

との価値を共有することができると考えられる. 

そこで,本研究では研修において,看護師らが作成した看護経験の記録を学習資源として活用し, 研

修に参加していない看護師に対し「学び方を学ぶ」きっかけを与える方法を提案する. 

 

 

2. 参加形式 

【シーズ（種）セッション】（15 分発表，20 分質疑応答） 


